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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塩素含有率が５８～７３．２％の塩素化塩化ビニル系樹脂の単層構造膜からなり、分画
分子量が１５００００以下の限外ろ過膜であることを特徴とする高分子水処理膜。
【請求項２】
　塩素含有率が５８～７３．２％の塩素化塩化ビニル系樹脂の単層構造膜からなり、純水
透水量が５００～１０００Ｌ／ｍ2／ｈ／atmの限外ろ過膜であることを特徴とする高分子
水処理膜。
【請求項３】
　塩素含有率が５８～７３．２％の塩素化塩化ビニル系樹脂を含む単層構造膜からなり、
純水透水量が５００～１０００Ｌ／ｍ2／ｈ／atmの限外ろ過膜であることを特徴とする高
分子水処理膜。
【請求項４】
　塩素化塩化ビニル系樹脂の重合度が２５０～３０００である請求項１～３のいずれか１
つに記載の高分子水処理膜。
【請求項５】
　塩素化塩化ビニル系樹脂が、高分子水処理膜を構成する全樹脂成分に対して３０～１０
０重量％含まれる請求項１～４のいずれか１つに記載の高分子水処理膜。
【請求項６】
　主鎖を構成する塩素化塩化ビニルモノマー単位が、主鎖を構成する全モノマー単位に対
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して、３０～１００重量％含まれる請求項１～５のいずれか１つに記載の高分子水処理膜
。
【請求項７】
　中空糸である請求項１～６のいずれか１つに記載の高分子水処理膜。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は高分子水処理膜に関し、より詳細には、水処理装置に好適に使用される高分子
水処理膜に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水処理装置に使用する分離膜は、水の精製（例えば、河川水、地下水等の除濁、工業用
水の清澄、排水及び汚水処理）を目的とする高分子水処理膜である。高分子水処理膜を構
成する高分子には様々な種類がある。例えば、ポリスルホン（ＰＳ)系、ポリビニリデン
フルオライド（ＰＶＤＦ)系、ポリエチレン（ＰＥ）系、酢酸セルロース（ＣＡ)系、ポリ
アクリロニトリル（ＰＡＮ)系等の種々の高分子材料が、分離膜として高分子水処理膜に
使用されている。
【０００３】
　一方、水処理装置に使用する分離膜の形態として、中空糸状の多孔質膜が利用されてい
る。
　高分子水処理膜に要求される性能としては、目的とする分離特性に加え、優れた透水性
を有すること、物理的強度に優れていること、各種化学物質に対する安定性（即ち耐薬品
性）が高いこと、耐熱水性が優れていること等が挙げられる。
【０００４】
　例えば、酢酸セルロース系分離膜は、長期の使用によっても汚染しにくく、その透水性
も比較的高いことが知られている（例えば、特許文献１）。
　しかし、その機械的強度は小さく、さらに耐薬品性も十分でない。従って、分離膜が汚
染した場合は、物理的又は薬品等による化学的手段による洗浄を行うことが極めて困難で
ある。
【０００５】
　また、ポリフッ化ビニリデン系樹脂からなる中空糸膜であって、物理的強度及び耐薬品
性の双方に優れた高分子水処理膜が提案されている（例えば、特許文献２）。
　しかし、ポリフッ化ビニリデン製の分離膜は、使用によって分離膜の汚染が進みやすい
傾向がある。
【０００６】
　さらに、汎用性の高い水処理方法を実現することができる分離膜として、塩化ビニル系
樹脂を用いた中空糸膜（例えば、特許文献３）が提案されている。
【０００７】
　しかし、通常、高分子水処理膜は、より小さな異物を濾別除去する能力、すなわち濾過
能力を高めていわゆる限外濾過膜レベルになると、純水透過量が低下し、逆に純水透過量
を増加させると濾過能力が限外濾過膜に比べて相対的に低下した精密濾過膜レベルになる
ことがある。このように、濾過能力と純水透過量との間にはトレードオフの関係があり、
高度な濾過能力と、十分な透水量との双方を確保するためには、大型の設備が必要となる
などの問題がある。
　また、塩化ビニル系樹脂、ポリエチレン等で作製された高分子水処理膜は、強度面で他
の樹脂に比べて劣っており、さらに、高温条件では熱変形により透水量が大幅に低下する
などの問題を抱えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
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【特許文献１】特開平８－１０８０５３号公報
【特許文献２】特開２００３－１４７６２９号公報
【特許文献３】特表２００７－５００５９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は上述した課題を解決するためになされたものであり、十分な濾過能力と透水量
との双方を実現しながら、高い強度を有し、幅広い操作条件、特に、高温条件下での使用
に耐え得る高分子水処理膜を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の高分子水処理膜は、塩素含有率が５８～７３．２％の塩素化塩化ビニル系樹脂
を含んでなることを特徴とする。
　このような高分子水処理膜では、塩素化塩化ビニル系樹脂の重合度が２５０～３０００
であることが好ましい。
　塩素化塩化ビニル系樹脂が、高分子水処理膜を構成する全樹脂成分に対して３０～１０
０重量％含まれることが好ましい。
　主鎖を構成する塩素化塩化ビニルモノマー単位が、主鎖を構成する全モノマー単位に対
して、３０～１００重量％含まれることが好ましい。
　多孔質膜及び／又は中空糸であることが好ましい。
　単層構造の膜からなることが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、十分な濾過能力と透水量とを実現することができるとともに、非常に
高い強度を有した高分子水処理膜を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の高分子水処理膜は、塩素化塩化ビニル系樹脂を含んでなる。
　このような塩素化塩化ビニル系樹脂は、塩化ビニル系モノマー単位を塩素化したものか
らなるポリマーであってもよいし、塩化ビニル系モノマーをポリマー化した後に塩素化し
たものであってもよい。加えて、塩素化塩化ビニル系樹脂における塩素含有率が５８～７
３．２％であるものが適しており、６０～７３．２％であるものが好ましく、６７～７１
％であるものがより好ましい。塩素含有率が小さすぎると十分な耐熱性、耐久性を得るこ
とができず、大きすぎると成形加工が困難となる傾向があるのみならず、塩素同士の立体
反発のため樹脂の製造が困難となる。従って、このように塩素含有率を高めることによっ
て、樹脂の極性を高くして、製膜溶液の溶媒である極性溶媒に対する溶解度を高めること
ができる一方、凝固水槽での溶媒交換を促すことができる。その結果、瞬間型相分離が起
こり、スポンジ状の緻密層が形成されやすくなることにより膜の強度を高くすることが可
能となる。
【００１３】
　塩化ビニル系樹脂としては、塩化ビニル単独重合体（塩化ビニルホモポリマー）、塩化
ビニルモノマーと共重合可能な不飽和結合を有するモノマーと、塩化ビニルモノマーとの
共重合体（好ましくは、塩化ビニルモノマー由来の単位を５０重量％以上含む）、重合体
に塩化ビニルモノマーをグラフト共重合したグラフト共重合体等が挙げられる。これらは
単独で用いてもよいし、２種以上併用してもよい。
【００１４】
　塩化ビニルモノマーと共重合可能な不飽和結合を有するモノマーとしては、例えば、エ
チレン、プロピレン、ブチレン等のα－オレフィン類；酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル
等のビニルエステル類；
　ブチルビニルエーテル、セチルビニルエーテル等のビニルエーテル類；
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　メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ブチルアクリレート、フ
ェニルメタクリレート等の（メタ）アクリル酸エステル類；
　スチレン、α－メチルスチレン等の芳香族ビニル類；
　塩化ビニリデン、フッ化ビニリデン等のハロゲン化ビニル類；
　Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド等のＮ－置換マレイミド類、
（メタ）アクリル酸、無水マレイン酸、アクリロニトリル等が挙げられる。これらは単独
で用いてもよいし、２種以上併用してもよい。
【００１５】
　塩化ビニルをグラフト共重合する重合体としては、塩化ビニルをグラフト重合させるも
のであれば特に限定されず、例えば、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレン－酢酸ビ
ニル－一酸化炭素共重合体、エチレン－エチルアクリレート共重合体、エチレン－ブチル
アクリレート－一酸化炭素共重合体、エチレン－メチルメタクリレート共重合体、エチレ
ン－プロピレン共重合体、アクリロニトリル－ブタジエン共重合体、ポリウレタン、塩素
化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン等が挙げられる。これらは単独で用いてもよいし
、２種以上併用してもよい。
【００１６】
　上記塩化ビニル系樹脂の製造方法は、特に限定されず、従来公知の任意の重合方法を利
用することができる。例えば、塊状重合方法、溶液重合方法、乳化重合方法、懸濁重合方
法等が挙げられる。
【００１７】
　塩素化の方法としては、特に限定されるものではなく、当該分野で公知の方法、例えば
、特開平９－２７８８２６号公報、特開２００６－３２８１６５号公報、国際公開ＷＯ／
２００８／６２５２６号等に記載の方法を使用することができる。
【００１８】
　具体的には、熱により塩化ビニル系樹脂の結合及び塩素を励起させて塩素化を促進する
方法（以下、熱塩素化という）、光を照射して光反応的に塩素化を促進する方法（以下、
光塩素化という）、加熱しながら光照射する方法等が挙げられる。
　熱塩素化による塩素化が、より均一に塩素化でき、得られた塩素化塩化ビニル系樹脂の
熱安定性が向上するという観点から好ましい。また、熱塩素化による塩素化を利用するこ
とによって、塩化ビニル系樹脂に含有されている低ガラス転移点の成分を低減させること
ができる。これによって、得られた高分子水処理膜を高温で使用した際の細孔閉塞を最小
限に止めることができる。
【００１９】
　特に、熱塩素化法として、水懸濁熱塩素化法が挙げられる。
　例えば、撹拌機及びジャケットを備えた反応器に、純水及び塩化ビニル系モノマー又は
塩化ビニル系樹脂を投入し、その後、真空ポンプで反応器内の空気を排出し、撹拌条件下
で反応器内をジャケットにより加熱する。所定の温度になった後、塩素を反応器内に導入
することにより、塩化ビニル系樹脂の塩素化を行うことができる。
【００２０】
　水懸濁熱塩素化法の反応器の材質は特に制限されないが、塩素及び塩化水素による腐食
を抑制するため、ガラスライニング等の腐食対策がされた装置が好ましい。
　水懸濁熱塩素化法の反応温度としては、７０～１３０℃が好ましい。低温すぎると、塩
素化反応が著しく遅くなる傾向がある。高温すぎると、樹脂が熱劣化で変色しやすくなる
傾向がある。さらに好ましくは、９０～１２０℃である。また、反応の進行状況によって
、反応温度を反応途中で変更するなど、多段階で温度制御を行ってもよい。
　水懸濁熱塩素化法の反応圧力は、特に限定されないが、反応系中の塩素濃度を高くする
ほど、塩素化反応が進みやすくなるので、反応器の耐圧設計が許す範囲内で高い方が好ま
しい。
【００２１】
　また、光反応により塩素化を促進する方法としては、例えば、懸濁状態等で塩化ビニル
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系モノマー又は塩化ビニル系樹脂に塩素を接触させる際に、紫外線；水銀灯、アーク灯、
白熱電球、蛍光灯、カーボンアーク灯等の可視光線を照射する方法が挙げられる。
　塩素含有率の調整は、上述した反応条件等を適宜調節することにより行うことができる
。
【００２２】
　本発明の高分子水処理膜に使用する塩素化塩化ビニル系樹脂は、重合度が２５０～３０
００程度であることが適しており、好ましくは５００～１５００である。重合度が低すぎ
ると、紡糸する際の溶液粘度が低下し、製膜作業が困難となる傾向がある。一方、重合度
が高すぎると、粘度が高くなりすぎることに起因して、製膜された水処理膜に気泡の残留
をもたらす傾向がある。ここでの重合度はＪＩＳ　Ｋ　６７２０－２に準拠して測定した
値を意味する。
　重合度を上記の範囲に調整するためには、反応時間、反応温度等の当該分野において公
知の条件を適宜調節することが好ましい。
【００２３】
　このように特定の塩素含有率の塩素化塩化ビニル系樹脂は、高分子水処理膜を構成する
全樹脂成分に対して、３０～１００重量％程度で含まれるものが適しており、さらに、５
０～１００重量％程度、７０～１００重量％程度で含まれるものが好ましい。
　また、主鎖を構成する塩素化塩化ビニル系モノマーは、主鎖を構成する全モノマーに対
して、３０～１００重量％程度で含まれるものが適しており、５０～１００重量％程度、
７０～１００重量％程度で含まれるものが好ましい。
　このような範囲の塩素含有率の塩素化塩化ビニル系樹脂が高分子水処理膜に含まれてい
ることにより、熱安定性を向上させ、高温条件での使用においても機械的強度及び透水量
の低下を最小限に止めることができる。
【００２４】
　本発明の高分子水処理膜においては、他の樹脂成分、つまり、上述した特定の塩素含有
率の塩素化塩化ビニル系樹脂の他、塩素含有率のより低い塩化ビニルホモポリマー；塩化
ビニルと共重合可能なモノマーとを共重合して得られ、塩素含有率のより低い共重合体；
塩化ビニル系樹脂以外の樹脂成分等を、本発明の効果を損なわない範囲で用いることがで
きる。このような他の樹脂成分は、例えば、０～７０重量％の範囲で用いることが適して
いる。
【００２５】
　他の樹脂成分としては、具体的には、塩化ビニル－アクリルグラフト共重合体、塩化ビ
ニル－酢酸ビニル共重合体、塩化ビニル－酢酸ビニル－ポリビニルアルコール共重合体、
塩化ビニル－酢酸ビニル－エチレン共重合体、塩化ビニル－酢酸ビニル－無水マレイン酸
共重合体など、主鎖構造単位中に塩化ビニル構造を含む塩化ビニル系樹脂；
　同出願人の特開２００５－３６１９５号公報、特開２００５－３６１９６号公報、特開
２００５－３６２１６号公報等に記載されたもの、記載された方法及びそれに準じて形成
された塩化ビニル系樹脂；
　ポリスルホン系樹脂、ポリアクリロニトリル系樹脂、ポリビニルアルコール系樹脂、ポ
リイミド系樹脂、ポリオレフィン系樹脂、アクリル系樹脂、ポリフッ化ビニリデン系樹脂
等が例示される。
　これらは単独で又は２種以上を組み合わせて用いてもよい。
　このような他の樹脂成分の重合度は、特に限定されないが、塩素化塩化ビニル系樹脂と
同程度の重合度であることが適している。
【００２６】
　なお、上述した他の成分としての塩化ビニル系樹脂においては、塩素含有率は特に限定
されないが、塩素含有率が５８～７３．２％の範囲であることが適しており、好ましくは
６０～７３．２％の範囲、より好ましくは６７～７１％の範囲である。
【００２７】
　本発明の高分子水処理膜には、製膜時における成形性、熱安定性等の諸物性を向上させ
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る目的で、塩素化塩化ビニル系樹脂に、滑剤、熱安定剤、製膜助剤等をブレンドしてもよ
い。
　滑剤としては、例えば、ステアリン酸、パラフィンワックス等が挙げられる。
　熱安定剤としては、一般に、塩化ビニル系樹脂の成形に用いられる錫系、鉛系、Ｃａ／
Ｚｎ系の各安定剤等、具体的には、有機錫メルカプチド、金属石鹸等が挙げられる。
　製膜助剤としては、各種重合度のポリエチレングリコール及びポリビニルピロリドン等
の親水性高分子等もしくは、無機塩類などが挙げられる。
【００２８】
　本発明の高分子水処理膜は、当該分野で公知の方法によって製造することができる。例
えば、熱誘起相分離法、非溶媒相分離法、延伸法、これらを組み合わせた方法等が例示さ
れる。なかでも、高い透水性能と分画性能とを両立させる観点から、非溶媒相分離法によ
って製造されるものが好ましい。特に、非溶媒相分離法によって形成する膜は、十分小さ
な細孔構造を有する緻密層を形成することができる。
【００２９】
　熱誘起相分離法、非溶媒相分離法等の湿式法（乾湿式法）で製造する際に用いる溶媒と
しては、例えば、ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）、ジメチルアセトアミド(ＤＭＡｃ）
、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）、１－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）、ジメチルス
ルホキシド（ＤＭＳＯ）、スルホラン、ジオキサン、クロロホルム及びテトラクロロエタ
ン等が挙げられる。
【００３０】
　また、非溶媒相分離法で用いられる非溶媒としては、例えば、エチレングリコール、グ
リセリン；ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド、アルキルアリールポリエー
テルアルコール、アルキルアリールスルホネート、アルキルサルフェート、トリエチルホ
スフェート、フォルムアミド、酢酸、プロピオン酸、2－メトキシエタノール、t-アミル
アルコール、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ヘキサノール、ヘプタノール
、オクタノール、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、ブチルエー
テル、エチルアセテート、アミルアセテート、ジエチレングリコール、ジ(エチレングリ
コール)ジエチルエーテル、ジ(エチレングリコール)ジブチルエーテル及び水等が挙げら
れる。
　これらの溶媒及び／又は非溶媒は、単独で又は２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００３１】
　非溶媒相分離法での製造手順としては、塩素化塩化ビニル系樹脂を重量比１０～３０％
、任意に製膜助剤を重量比５～３０％となるように溶媒に混和し、塩素化塩化ビニル系樹
脂が熱分解しない、１８０℃までの温度条件下で攪拌により溶解させる。得られた溶液を
二重管構造の外側の管状ノズルからギアポンプなどによって押し出し、内側のノズルから
は非溶媒を流出させることで中空糸状に成形することができる。また、三重管構造にして
、最外側の管状ノズルからも非溶媒を流出させることで中空糸状に成形してもよい。
　さらに、押し出された溶液と非溶媒を非溶媒槽(凝固槽)に通すことで溶媒と非溶媒の交
換が進み、樹脂成分が相分離により完全に析出し、中空糸膜が得られる。このようにして
得られた中空糸膜は、溶媒残渣を洗浄するために、水洗などを行うことが好ましい。
【００３２】
　本発明の高分子水処理膜は、多孔質膜又は中空糸の形態であることが適している。また
、その分画分子量が３０００００以下が適しており、好ましくは１５００００以下のいわ
ゆる限外濾過膜に分類される水処理膜であり、より好ましくは１万～５万程度の範囲であ
る。
　さらに、本発明の高分子水処理膜は、その純水透過量が５００Ｌ／ｍ2・ｈｒ・ａｔｍ
以上であることが適しており、１０００Ｌ／ｍ2・ｈｒ・ａｔｍ以上であることがより好
ましい。
　また、その強度は、引張強度で６ＭＰａ以上であることが適しており、好ましくは８Ｍ
Ｐａ、さらに好ましくは１０ＭＰａ以上である。
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【００３３】
　このような構成を有することにより、本発明の高分子水処理膜は、最高９０℃程度、常
用６０℃程度の温度条件下においてもその性能を損なわず、広い操作範囲で水質の除濁、
微生物の排除など、水環境の向上に貢献することができる。
　高分子水処理膜の膜構造及び分画分子量は、用いる塩素化塩化ビニル系樹脂の塩素含有
率、その組成、製造方法、製造条件等を適宜選択することにより、調整することができる
。
【００３４】
　なお、本発明の高分子水処理膜は、その断面中に、不織布、紙、繊維等の強度を向上さ
せる構造支持体を含まず、主に塩素化塩化ビニル系樹脂から、好ましくは塩素化塩化ビニ
ル系樹脂のみで構造が成立していることが適している。つまり、上述した構造支持体を含
まずに、それ自体が単層構造の膜からなることが好ましい。ここで単層構造の膜とは、単
一の素材から形成されていることを意味する。よって、上述した多孔質膜及び中空糸膜の
形態であっても、その断面においては、上述した構造支持体を含まずに構造が成立してい
る。
　通常、強度が弱い素材は、より強度の強い素材（セラミック、不織布等）から形成され
る構造支持体との複合材料にして、所望の形状、例えば、円筒形状、チューブ形状等を維
持している。従って、従来の塩化ビニル系樹脂、ポリエチレン等で作製された高分子水処
理膜は、膜を形成する素材以外に、水処理膜としての使用時に、所望の形状がつぶれない
よう、膜を支持する構造支持体として、セラミック又は不織布等を伴っていた。
　一方、本発明の高分子水処理膜自体は、塩化ビニル系樹脂（好ましくは、上述したよう
な、塩素含有率が５８～７３．２％の塩素化塩化ビニル系樹脂）による単層構造の膜のみ
から形成されており、筒状などの所望の形状を変化させないような、塩化ビニル系樹脂以
外の素材から形成される構造支持体を伴わないことが好ましい。本発明の高分子水処理膜
は、このような単層構造にもかかわらず、水処理膜としての使用時に円筒、チューブ形状
等の所望の形状が保持されるほどに十分な強度を有し、すなわち「自立性」を有する。従
って、本発明では、塩化ビニル系樹脂以外の他の素材を使用した膜とは異なって、高分子
水処理膜自体が十分な強度を確保しており構造支持体なしで、水処理膜を実現することが
できる。その結果、逆洗時においても、ろ過機能を担当する膜部分が構造支持体から剥離
することなく、また、セラミック等の構造支持体を用いたチューブ形状膜等とは異なり、
優れた透水性能を確保することができる。
【００３５】
　以下に、本発明の高分子水処理膜及びその製造方法の実施例を詳細に説明する。
実施例１
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ３１Ｋ、塩素化度：６７％、
重合度：８００）を１５重量％と、ポリエチレングリコール４０００を１５重量％とを含
むジメチルアセトアミド溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴層にて相分離
させることによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内
径は０．８ｍｍであった。
【００３６】
実施例２
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ３１Ｋ、塩素化度：６７％、
重合度：８００）を１５重量％と、ポリビニルピロリドンＫ９０を１０重量％とを含むテ
トラヒドロフラン溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴層にて相分離させる
ことによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸の外径は１．２ｍｍ、内径は０．
８ｍｍであった。
【００３７】
実施例３
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ５８Ｋ、塩素化度：６８％、
重合度：１０００）を１５重量％と、ポリエチレングリコール４０００を１５重量％とを
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含むジメチルアセトアミド溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽にて相分
離させることによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、
内径は０．８ｍｍであった。
【００３８】
実施例４
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ５８Ｋ、塩素化度：６８％、
重合度：１０００）を１５重量％と、ポリエチレングリコール２００を１０重量％とを含
むジメチルアセトアミド溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽にて相分離
させることによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内
径は０．８ｍｍであった。
【００３９】
実施例５
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ５８Ｋ、塩素化度：６８％、
重合度：１０００）を１２重量％と、塩化ビニル樹脂（積水化学工業株式会社製、ＴＳ１
０００Ｒ、重合度：１０００）を３重量％と、ポリエチレングリコール４０００を１５重
量％とを含むジメチルアセトアミド溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽
にて相分離させることによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．
２ｍｍ、内径は０．８ｍｍであった。
【００４０】
実施例６
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ５８Ｋ、塩素化度：６８％、
重合度：１０００）を１２重量％と、塩化ビニル樹脂（積水化学工業株式会社製、ＴＳ１
０００Ｒ、重合度：１０００）を３重量％と、ポリビニルピロリドンＫ９０を１０重量％
とを含むＮ－メチルー２－ピロリドン溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴
槽にて相分離させることによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１
．２ｍｍ、内径は０．８ｍｍであった。
【００４１】
実施例７
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ５８Ｋ、塩素化度：６８％、
重合度：１０００）を１２重量％と、塩化ビニル樹脂（積水化学工業株式会社製、ＴＳ１
０００Ｒ、重合度：１０００）を３重量％と、ポリエチレングリコール４０００を１０重
量％とを含むジメチルアセトアミド溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽
にて相分離させることによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．
２ｍｍ、内径は０．８ｍｍであった。
【００４２】
実施例８
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ０５Ｋ、塩素化度：６７％、
重合度：５００）を１７重量％と、ポリエチレングリコール４０００を１９重量％とを含
むジメチルアセトアミド溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽にて相分離
させることによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内
径は０．８ｍｍであった。
【００４３】
実施例９
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ０５Ｋ、塩素化度：６７％、
重合度：５００）を１７重量％と、ポリエチレングリコール４０００を１０重量％とを含
むＮ－メチルー２－ピロリドン溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽にて
相分離させることによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍ
ｍ、内径は０．８ｍｍであった。
【００４４】
実施例１０
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　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ０５Ｋ、塩素化度：６７％、
重合度：５００）を２８重量％と、ポリビニルピロリドンＫ９０を１０重量％とを含むテ
トラヒドロフラン溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽にて相分離させる
ことによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内径は０
．８ｍｍであった。
【００４５】
実施例１１
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ０５Ｋ、塩素化度：６７％、
重合度：５００）を３０重量％と、ポリエチレングリコール２００を１５重量％とを含む
ジメチルアセトアミド溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽にて相分離さ
せることによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内径
は０．８ｍｍであった。
【００４６】
実施例１２
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ３１Ｋ、塩素化度：６７％、
重合度：８００）を１７重量％と、ポリエチレングリコール４００を２０重量％とを含む
ジメチルアセトアミド溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽にて相分離さ
せることによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内径
は０．８ｍｍであった。
【００４７】
実施例１３
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ３１Ｋ、塩素化度：６７％、
重合度：８００）を１７重量％と、ポリエチレングリコール４００とを１０重量％含むジ
メチルアセトアミド溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽にて相分離させ
ることによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内径は
０．８ｍｍであった。
【００４８】
実施例１４
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ３１Ｋ、塩素化度：６７％、
重合度：８００）を２５重量％と、ポリビニルピロリドンＫ９０を２０重量％とを含むテ
トラヒドロフラン溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽にて相分離させる
ことによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内径は０
．８ｍｍであった。
【００４９】
実施例１５
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ３１Ｋ、塩素化度：６７％、
重合度：８００）を１７重量％と、ポリエチレングリコール４００を１０重量％とを含む
ジメチルアセトアミド溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽にて相分離さ
せることによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内径
は０．８ｍｍであった。
【００５０】
実施例１６
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ３１Ｎ、塩素化度：７０％、
重合度：８００）を２０重量％と、ポリビニルピロリドンＫ９０を１０重量％とを含む、
ジメチルアセトアミドとテトラヒドロフランとを９：１で混合した溶液を、中空糸ノズル
より連続的に吐出させ、水浴槽にて相分離させることによって多孔質の中空糸膜を得た。
得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内径は０．８ｍｍであった。
【００５１】
実施例１７
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ３１Ｋ、塩素化度：６７％、
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重合度：８００）を２０重量％と、ポリビニルピロリドンＫ９０を１０重量％とを含むテ
トラヒドロフラン溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽にて相分離させる
ことによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内径は０
．８ｍｍであった。
【００５２】
実施例１８
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ１５Ｅ、塩素化度：６２％、
重合度：６００）を２０重量％と、ポリエチレングリコール４０００を１０重量％とを含
むテトラヒドロフラン溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽にて相分離さ
せることによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内径
は０．８ｍｍであった。
【００５３】
実施例１９
　塩素化塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＨＡ１５Ｅ、塩素化度：６２％、
重合度：６００）を２０重量％と、ポリビニルピロリドンＫ９０を１０重量％とを含むテ
トラヒドロフラン溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽にて相分離させる
ことによって多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内径は０
．８ｍｍであった。
【００５４】
比較例１
　塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＴＳ１０００Ｒ、重合度：１０００）を
１５重量％と、ポリエチレングリコール４０００を１５重量％とを含むジメチルアセトア
ミド溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽で相分離させることで多孔質の
中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内径は０．８ｍｍであった。
【００５５】
比較例２
　塩化ビニル系樹脂（積水化学工業株式会社製、ＴＳ８００Ｅ、重合度：８００）を２０
重量％と、ポリエチレングリコール４０００を１０重量％とを含むテトラヒドロフラン溶
液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽で相分離させることで多孔質の中空糸
膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内径は０．８ｍｍであった。
比較例３
　塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体樹脂（ダウケミカル社製、ＶＹＮＳ－３、塩化ビニル
９０ｗｔ％－酢酸ビニル１０ｗｔ％の共重合体）を１５重量％と、ポリエチレングリコー
ル４０００を１５重量％とを含むジメチルアセトアミド溶液を、中空糸ノズルより連続的
に吐出させ、水浴槽で相分離させることで多孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の
外径は１．２ｍｍ、内径は０．８ｍｍであった。
【００５６】
比較例４
　塩化ビニル－酢酸ビニル－無水マレイン酸共重合体樹脂（塩化ビニル７０ｗｔ％－酢酸
ビニル１０ｗｔ％－無水マレイン酸２０ｗｔ％の共重合体）を合成した。この樹脂を５重
量％と、塩化ビニル樹脂（積水化学工業株式会社製、ＴＳ１０００Ｒ、重合度：１０００
）を１１．５重量％と、ポリエチレングリコール４０００を７重量％とを含むジメチルア
セトアミド溶液を、中空糸ノズルより連続的に吐出させ、水浴槽で相分離させることで多
孔質の中空糸膜を得た。得られた中空糸膜の外径は１．２ｍｍ、内径は０．８ｍｍであっ
た。
【００５７】
評価
　実施例及び比較例で得られた中空糸膜について、２５℃、膜間差圧５０ｋＰａの条件で
、内圧式試験により高分子水処理膜の純水の透水量（透水量の単位：L/m2・hr・atm）を
測定した。
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　また、島津製作所製オートグラフを用いて、試験速度１００ｍｍ／ｍｉｎ、つかみ具間
距離５０ｍｍ、湿度５０％、温度２３℃の条件で引張強度試験(強度の単位：ＭＰａ)を行
った。
　これらの結果を表１に示す。
　さらに、一部のサンプルを９０℃の熱水に６時間浸漬させた後、透水量を再度測定した
。この結果を表２に示す。
　なお、各高分子水処理膜について、γグロブリンを用いてろ過試験を行ったところ、そ
の分画分子量が約１５００００以下であることを確認した。
【００５８】
【表１】

【００５９】
【表２】

【００６０】
　表１及び２から明らかなように、実施例の高分子水処理膜は、原料として比較的塩素含
有率の高い塩素化塩化ビニル系樹脂を用いるという極めて簡便な方法で製造することがで
きる。また、比較例のいずれに対しても高い強度及び透水性を発揮することが確認された
。さらに、塩素化塩化ビニル系樹脂自体の特性により、高い耐熱性をも実現することがで
きる。
　つまり、本発明の高分子水処理膜によれば、高い強度を持ちながら、実用に耐えうる透
水性、耐熱性、耐薬品性、柔軟性等の性能を併せもち、広範な条件で使用することができ
る。
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【産業上の利用可能性】
【００６１】
　本発明の高分子水処理膜は、河川水や地下水の除濁、工業用水の清澄、排水や汚水処理
を目的とする分離膜として、水処理装置等に好適に使用することができる、民生用の水処
理膜としても極めて有用である。
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